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和ツクス尚一射特性に
与える影響に関しての基礎研究
＊樋口篤志（名古屋大学地球水循誌研究センター・助手）
大田啓一（名古屋大学地球水楯諜研究センター・助教授，
現；滋賀県立大教捜）
葉菌ワツクスをどう景tjがす？
i…怜アセトン対して…
数秒付けるだけで剥がれる．
2.ジクロロメタンにつける…アセトンよりも毒性が強い
＃溶けだしたワックス説的同定（今回行えなかった）
多くの綜本をアセトンにつけaその増加去を測定．
実際の観測手JI鹿（CEReS所有のFieldSpecを借用）
1.何も処世していない個諜の分光反射を測定（Normal)
命－t番号控毎に3枚実施）
12.アセトンlこ10秒dippingした直後に計測（Ase)
｜ （税毎に3枚実施）
13，ジクロロメタンに10秒dippingした説に計迫1l(Gigu)
｜ （経毎に3牧実施）
14. ~· Or 3.を施した個諜を71くに10-20秒dippingした後に
I i十車1J(water)
5.計測終了後，計測に使用した葉の随彩（28/Jun.のみ）
・28/Jun. Referenceモード（White虫色ferencefまCERe5のもの］
(1.→2. → 3.→4.と行ったサンプルもある）
・23/Jul…. Radianceモー ド〔大叫4.jl'ゑ darkcurre nta.>ぷで計，：o
N Freid SpecのOptimr:el主5サンプル訂以後I 毎凶：.I：誌
I Sampling time 設定では10~ample per d3也value.以分化吟凶 5 51:c. 10 Sec. 
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登是（というより．なぜ申諒したのか？）
下昨年度のHyARCセミナー…槌口が研究紹介（リモセン）
｜今大回先生とその後認論
｜→“葉がストレスを受けるとなんちゃちゃかんちゃら
！ のフラックスをだす“との話．それが分光反射特性には
I 現れるのか？
ト酸性雨が植生に与える影村（立ち枯れ.etc . ) 
飼う酷性雨によって築面ワックスが剥がされる？
・木村ほか（2000）：雨濡れによる作物諜の分光反射特性と
植生活性度指数.1k文・水資源学会誌， 13（~）， 355-3561. 
“WI＊［本研究で示した指紋］の変化の義国が撲内水分与えだけではないことが
明らかになった．今後lま議内水分泌以外の他の袈栄（クロロフィJI,含有J弘．
革鹿沼Z之迄3:や毛主主ぷなど）を含めてWI本の変化についての検討をする
必斐がある）“（石・最後の部分を引用）
ニラ皇〈分かっていないらしい．とりあえず盟＇／／っ τみよう
測定概婆
'j【観測日…i.8/Jun./2002,23/Jul./2002 (2回）
ト採取場所…名古屋大学キャンパス内．フラックス計調！Jサイト
J都市林；観測地点の概要は以下を参照：
j{,j、楽・u山（2002）：都市二次林におけるCO2・然フラックスの学節交化．
I 7/<文水先；宵学会誌.15(3), 26+278.) 
I・採取桂
I 1,コナラ（Quercus se1ra白 Thumb）.高照木，落葉広葉樹
2.ヒサカキ（Eurya舟rpom旬 Thumb），中～下照木，常緑．陰謀
3.シャシャンポ（凶'CCiniumbrae担•atum 刀1umb)
中～下問木，常綜，陰葉
4.ソヨゴ(flexpedunculasa Miq.），中～下問木，常緑．陰菜
s.アラカシ（Quercus glauca刀1Umb），下院木，常緑，陰謀
サンプリング…各種5～10枚の葉をサンプリング
近若手外の反対率が急激に減少した例．特lこwat日rdipがng後に綴お
コナラ（上肘木．その2. Normal今 Giku今 Water)
余り夜化がないが．光源が不安定（自然光での計測）
結以（2）；ソヨゴ（陰謀．常緯程の例）
その1.[Normal］今［Ase］今［Water]
10怖を払えているのは
;/tJ,1（；！；.，：.光1が安定し指かっ土
ため→パターンt：.けs,克る
•Red Edge.付近はあ京り
友わらず？
・850・1200 nm でr~15Iな
たE少
・可伐の場加も宮tお
・ 闘 も・a .,. 禍・ 側一・・ι
n：λの方がよりシビア？
各計浪i後の写真（ソヨゴ）
令 Normal
mた凶ではコナラよりw:iしていた）
→ WAX.~.1まコナうより多い
←アセトン処理後
CTiAでl草分かりにくいが，ツヤ1正
取くなっている守 WAXは剥がれた〕
←ジクロロメタン処理佳
（その後水洗い）
（民た闘もひどく百lコピにダメにおって
いる）
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『． ． ??、
計測終了後の写真
（コナラ）
0…；.i.} ., 利可も随さない（Normal)
本コナラは”子力子力”していない
(;i:1;函Wf.Xは少ない？）
←［As司令［Water]
米写誌でlま分かり｜こくいが“ハリ”
は綜〈なっている，
べ l←［Dich］今［Water]
米:l!i'.:i~Jtで分かるほどの
2苦み具合
：匂｝〉
見た自でのダメー ジ皮l孟
アセトン〈〈ジクロロメタン
・アセトン〈ジウロロメヲン
・WI*.が剥がれた紋の
水処I軍l立政赤俄
計測結果（その3：アラカシ，下問木，常緑）
－ほとんど交わらない．
・水lこつけると急激に
変化する．
アセトン同様
分光反射的には
変わらないように
見える．
まとめ… 一！倒を与える島.（WAXを剥がすと共に．葉肉水分を飛ばす？）
2.ただし棋によって応答の仕方はかなり異なる
慌た自でツヤツヤしている諜はWAXi弘も多いため保訟
根能が強い？）
3. （分光反射的にも）アセトン〈〈ジクロロメタン．
（諜に対する毒性）
4.WAXを剥がした伎の水が一番被害が大きい．
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お，
計測終了後の写真
（アラカシ）
~ Normal 
（みもつややかな科 WAX多いと
忽われる）
←アセトン後
（ツヤは少し：，，tる少し，＼￥，1’tJ
←ジクロロメタン後rn.た自のツヤft:（まアセトンと
交わらずただし．かなり；泌が
ぶずんでいる）
分光反射的には変わらなく
ても変化している．
今後の課題・問題点
1.室外計測はこのような自的ではダメ．
2…L叫程度まで追えば良しのカ？
3.椋数の要因（クロロフィル2・諜内水分よみ etc,etc・・）
との関係ただし葉簡保説としてWA×は重要ただし
現状では剥がした後の粂件が種に依存しすぎている
（調査不足？）
4. （もし今後どなたかが継続していただけるなら）
有意な蓋は得られるのか？得られた際に，衛星で見知
